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開閉弼聞畷醗欒言＼詰 

＠≡∋ぼ轄書目　　＊　2月の税金＊
人　　口　　　15，901

男　　　　　7，623

女　　　　　8．278

世語数　　　　4，460
転　　入　　81　　転

出　　生　17　　　死

固　定　資　産　税　（4期分）

納　期　2月16日（土）－28日（木）
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畷闘擁媛閥熱願躍願毅閥
中　央

田中　伸一さん

曾

」高A
今日から気持ちを引き締めて勉

学にはげみたいです。
‾一　青春9－－今のこのありあ

まる時間をフルに活用し、他人の

目にこだわらず、何か一つ、のろ

の自分に残ることをしたいです。

今
日
か
ら
大
人
へ
の
第
一
歩
…
…
…
昭
和
六
十
年

の
成
人
式
が
一
月
十
五
日
中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
、
新
成
人
一
八
二
名
が
晴
れ
て
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
ま
し
た
。
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蘭蟻酸鰯蟻醒撥蘭撥蟻
今
年
も
確
定
星
口
の
時
期
が
近
づ
き
ま
し
た
。
本
町
で
は
、

次
の
日
程
で
給
与
所
得
者
の
還
付
申
告
の
受
付
を
い
た
し
ま
す

の
で
こ
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
日
　
時
　
2
月
1
3
日
（
水
曜
日
）

9
時
～
1
6
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
町
役
場
二
階
第
六
会
議
室

持
参
提
出
す
る
も
の

住
宅
頂
得
控
除

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
人

・
家
庭
観
渡
対
価
証
明
書
家
屋
と
土
地
を
一
括
取
得
し
た
場
合
家
屋

の
取
得
価
格
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

・
住
宅
取
得
に
係
る
掛
買
額
の
償
還
金
額
等
証
明
書
金
融
機
関
や
建

設
業
者
が
交
付
す
る
も
の

・
家
屋
の
登
記
簿
謄
本

・
住
民
票
の
写
し

・
源
泉
徴
収
票

・認印
o
既
存
住
宅
の
場
合
は
評
価
証
明
書

雑
損
控
除
、
医
療
控
除

・
源
泉
徴
収
票

贈
与
税
の
申
告
を
お
忘
れ
な
く

一
年
間
に
贈
与
を
受
け
た
財
産
の
価
額

客
糾
し
て
、
六
十
万
円
を
超
え
る
と
き

は
、
贈
与
税
の
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
贈
与
を
受

け
た
年
の
翌
年
二
月
一
日
か
ら
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。

金
銭
の
や
り
と
り
壱
し
な
い
で
、
親
が

所
有
し
て
い
た
土
地
建
物
を
子
の
名
義
に

変
え
た
り
、
金
銭
の
貸
借
形
式
を
と
っ
て

い
て
も
「
あ
る
時
払
い
の
催
促
な
し
」
の

よ
う
に
実
質
的
に
贈
与
と
認
め
ら
れ
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
贈
与
税
が
か
か
り
ま

す。
ま
た
、
夫
婦
間
で
住
宅
な
ど
の
贈
与
が

行
わ
れ
た
場
合
は
、
一
定
の
要
件
の
も
と

に
、
基
礎
控
墜
（
十
万
円
の
ほ
か
に
「
配

偶
老
塵
除
」
と
し
て
最
高
一
千
万
円
ま
で

の
控
除
が
受
け
ら
れ
る
特
典
が
あ
り
ま

す。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
若
松
税
務
署
資
産

税
係
∴
範
（
1
6
1
）
2
5
3
6
に
お
た

ず
ね
く
だ
さ
い
。

還
付
金
の
振
込
み
は
、
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
銀
行
撮
込
み
と
な
り
ま

す
の
で
、
金
融
機
関
名
、
預
金
の
遜
類
、
口
座
番
号
を
メ
モ
し
て
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
住
民
課
町
民
税
係
∴
＄
（
2
9
3
）

ュ
2
3
4
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

回
囚
回
国
囲

昭
和
五
十
六
年
度
の
地
方
税
法
の
改
正
に

よ
り
、
不
整
付
菜
、
駐
車
場
菜
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
及
び
デ
ザ
イ
ン
業
の
四
業
種

が
、
新
た
に
個
人
事
業
税
の
課
税
の
対
象
と

な
る
藁
と
し
て
追
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
不
動
産
貸
付
業
と
駐
車
場
薬
に

つ
い
て
は
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
整
薬
に
該

当
す
る
か
ど
う
か
を
判
定
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

な
お
、
個
人
重
薬
税
の
納
期
は
、
八
月
と

十
一
月
の
二
回
と
な
っ
て
お
り
、
納
税
義
務

の
あ
る
方
に
は
毎
年
八
月
中
に
財
馨
霧
所

か
ら
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

期
限
ま
で
に
必
ず
納
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
こ

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
碧
極
財
馨
罷
所
直

税
課
　
＄
（
1
6
1
）
4
0
2
5
に
持
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

操
作
技
術
講
習
会
を

樹
僻
鍵
艦
上

．
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
気
軽
に
◆
映

写
機
の
取
り
扱
い
が
で
き
る
こ
と
を
目
標
に

一
六
ミ
リ
映
写
機
操
鉦
霧
諸
習
会
を
開
き

ます。
▽
期
　
間
　
昭
和
0
0
年
2
月
2
3
日
（
土
）
～

2
4
日
（
日
）

▽
場
　
所
　
岡
垣
町
英
公
民
館

▽
主
　
催
　
達
賀
郡
社
会
教
育
振
興
協
議
会

▽
そ
の
他

の
全
日
種
受
講
者
で
、
テ
ス
ト
合
格
者
に

は
認
可
証
を
交
付
す
る
。

㈲
愛
読
者
は
、
筆
記
異
、
昼
食
、
印
鯖

を
持
参
の
こ
と
。

㈲
申
し
込
み
者
が
予
定
人
員
を
超
過
し
た

場
合
、
主
催
者
に
お
い
て
選
考
決
定
す

る
。
な
お
、
受
話
決
定
通
知
書
は
発
達

し
な
い
の
で
、
連
絡
の
な
い
か
き
り
受

講
で
き
る
。

▽
締
切
日
　
2
月
1
2
日
（
火
）

▽
申
込
先
住
所
、
氏
名
、
所
属
機
関
、
団

体
名
を
記
入
の
上
、
馨
委
員

会
社
会
馨
諜
　
袋
2
9
3
）

詳
細
に
つ
い
て
は
、
県
教
育
庁
北
九
州
教

育
事
務
所
内
遠
賀
郡
社
会
糞
最
興
協
議
会

事
務
局
∴
衝
0
9
4
9
2
（
5
）
1
2
0
0

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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雪の中を勇壮に
遠賀郡四力町消防合同出初式行われる

千 ㌦ 巨 ∴ ��熟－、 

ヽ∴ � � � � � � 

、（導～ �漫景∴∴ふ �類軽率∴蕪 ��十一 � 

昭和60年の新春を飾る、恒例のミ遠賀都四力町　行進、車両行進、ポンプ車操法、スノーケル、は

消防合同出初黄が1月13日、遠賀総合運動公園　しこ車操法などが行われ、中でも遠賀町消防団は、

で勇壮に行われました。　　　　　　　　　式典に華を添えるべく、昨年暮から夜間訓練には

当日は・雪が降りしきる悪コンディションでし　げんでいた小隊訓練を披露しました。

たが大せいの来賓や見学者が見守る中で、分列
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ことができます。

したがって、このセンサスの結果は、農業の体質強

化と地域農業の発展に大いに役立つものと言えます。

また、個人の秘密は、厳重に守られ、課税の資料な

どに使用することはけっしてありません。

なお、調査員がお伺いした時には、よろしくご協力

ください。もし、不明な点があれば、役場企画調整課

におたずねください。

この調査は、5年に一度実施される座業の基本的調

査で、四百数十万に及ぶ全国の農家と農家以外の農薬

事業体を漏れなく把擾するものです。その内容、規模

からみても「廃業の国勢調査」と言えるでしょう。

この虚業センサスは、農家など農業を営む経営体及

び農業生産組織についての特定時点（2月1日現在）

における全数調査ですからその調査結果を農薬集落ご

とに集計することにより、授業の現況を明らかにする

永
年
勤
続
者
優
良
団
員
等
の
奈
彰
も
行
わ

れ
、
本
町
関
係
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（敬称略）

◎
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

・
植
運
章
副
団
長
池
田
結
構

◎
福
岡
県
知
萱
表
彰

。
感
謝
状
　
団
貝
舛
添
廼
史

・
萎
状
一
般
　
山
崎
崇
信

一

般

井

中

信

一
般
庄
野
亮
子

団
　
員
　
別
田
芳
見

◎
福
岡
県
消
防
協
会
長
表
彰

・
永
年
勤
続

一
一
千
五
年
　
団
長
　
吉
野
克
憲

一
千
五
年
副
団
長
　
池
田
組
織

二
十
年
　
団
　
員
　
舛
添
廷
吏

十
五
年
　
到
分
団
長
　
矢
野
勝
脇

田
　
貝
松
井
　
登

。
伍
長
団
員
∴
理
　
長
　
毛
利
忠
正

班
　
長
古
畑
負
英

見
学
者
達
も
フ
ル
ブ
ル
…
…

団
　
員
　
乗
　
知
徳

団
　
員
太
田
歳
琵

団
　
員
　
酒
見
莫
逆

◎
消
防
協
会
遠
賀
支
部
長
表
彰

遊園

◎
町
長
表
彰
　
一

◎
団
長
表
彰
　
遊園園田田園



盛りだくさんの内容で

第3回新春コンサート開かれる

1月12日、中央公民館で、第3回新春コ

ンサートが開催はれました。

今回のコンサートは、町内の各小中学校

の協力を得て∴　内容も合唱、吹奏楽、鼓笛

！寅奏、それに演劇と盛りたくさんな内容と

なり、各団体の子とも達は日頃の練習の成

果を、一生懸命に発表していました。

五百人以上の聴衆も、この子とも達の熱

のこもった、素晴らしい出演に土曜日の午

後のひと時を楽しく過ごし惜しみない拍手

を送っていました。

）6（紺瓜
仙

心
筋⑰公

善
書
宝
達
斉
蚤
を
争
争
寧
尊
書
E
i
斉
壷
を
争
争
豊

的
国
　
民
　
年
　
金
　
醐

蔦
葛
至
芸
善
意
毛
せ
せ
黄
誓
書
雲
量
薫
毛
馬
も
ゼ
密

2
0
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

二
十
歳
に
な
る
と
、
成
人
と
し
て
の
多
く

の
権
利
と
義
務
が
生
ま
れ
ま
す
が
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
で
す
。

青
春
ま
っ
た
だ
な
か
の
皆
さ
ん
に
は
、
年

金
の
こ
と
に
つ
い
て
あ
ま
り
関
心
が
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
い
ま
や
人
生
八
十
年
、

こ
の
長
い
人
生
を
室
か
に
、
ま
た
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
に
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が

年
金
で
す
。

加

入

対

象

者

は

国
民
毎
会
に
加
入
す
る
ひ
と
は
、
二
十
歳

か
ら
五
十
九
歳
ま
で
の
人
で
、
厚
生
年
金
、

船
貝
保
険
や
共
済
組
合
と
い
っ
た
職
場
の
年

金
制
度
に
加
入
し
て
い
な
い
瑳
林
漁
業
、
商

業
、
自
由
業
や
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
に
た
す
き

わ
っ
て
い
る
人
た
ち
と
そ
の
家
族
は
、
す
べ

て
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
や
、
昼
間
部
の
大

学
生
は
希
望
し
て
加
入
で
き
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
　
ん
　
な
　
と
　
き

こ
　
ん
な
年
金
が

受

け

ら

れ

ま

す

国
民
年
金
は
、
歳
を
と
っ
た
と
き
の
老
齢

年
金
、
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

の
障
害
年
金
、
二
象
の
働
き
宇
佐
亡
く
し
て

母
豪
産
と
な
っ
た
と
き
の
母
子
年
金
な
ど

が
支
給
さ
れ
、
年
金
で
所
得
を
保
障
す
る
し

く
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
は
だ
れ
で
も
同
じ
六
千
二
百
二
十

円
（
昭
和
六
十
年
四
月
か
ら
は
六
千
七
百
四

十
円
）
で
す
。

加
入
手
続
き
は

も
う
済
み
ま
し
た
か

成
人
に
な
っ
た
あ
か
し
と
し
て
、
今
す
ぐ

国
民
年
金
に
加
入
し
て
、
保
除
治
を
き
ち
ん

と
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
な
た
の
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
を
、
よ
り
確
か
な
安
定
し
た
も

の
に
し
て
く
だ
さ
い
。
加
入
手
続
き
は
、
役

場
福
祉
課
年
金
係
ま
で
印
鑑
持
参
の
う
え
届

出
て
く
だ
さ
い
。

遠
賀
都
市
計
画
註
革
鴇
の
決
定
に
つ
い
て

遠
賀
都
市
計
画
駐
車
場
に
つ
き
ま
し
て
は

計
画
案
の
縦
覧
後
、
福
岡
県
都
市
計
画
地
方

審
韻
会
で
審
醸
さ
れ
県
知
部
の
承
認
を
受
け

都
市
計
画
法
第
2
0
条
第
1
項
の
規
定
に
よ
り

告
示
し
ま
し
た
の
で
、
同
条
第
2
項
の
規
定

に
よ
り
当
該
都
市
計
画
の
図
蕾
を
公
衆
の
縦

覧
に
供
し
ま
す
。

◎
都
市
計
画
の
種
類
及
び
名
称
∴
遠
賀
都
市

計
画
駐
車
助
∴
遠
賀
自
転
車
駐
車
場

◎
都
市
計
画
の
区
域
　
遠
賀
町
大
字
広
漢
字

柳
田
の
一
部

◎
都
市
計
画
の
縦
覧
塑
朗
　
遠
賀
町
役
場
建

設
課

ク
第
一
回
九
州
凧
揚
げ
大
会
〟
を
開
き
ま
す

▽
日
　
時
　
昭
和
0
0
年
2
月
⊥
7
日
（
日
）

9
時
～
（
雨
天
の
場
合
も
実
施

す
る
が
地
上
審
査
の
み
）

▽
場
　
所
航
空
自
衛
隊
芦
屋
基
地
内
飛
行

場

▽
鬱
　
加
　
自
由
（
団
体
も
可
）
小
・
百
・

一
般
の
部

▽
申
込
期
限
　
2
月
9
日
（
土
）

▽
申
込
先
　
芦
屋
町
役
場
産
業
観
光
課
内

芦
屋
町
観
光
協
会
　
田
（
2
2

3
）
0
8
8
1
　
肉
2
1
3

▽
そ
の
他
　
ぜ
ん
ざ
い
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
あ

り
、
凧
に
つ
い
て
の
規
定
な

し



第355号

音　スポーツクラブ日脚l研修

時　一スケートとリクリエーションー

回書量ニュース
読んでくださいお父さんお母さん

●鹸本の時代（こ　いま、なぜく桧本〉なのか

松居直著　大和合房
言葉と絵の無限の組み合わせの在かで創られ、

それぞれに悦委しをがら詣られる絵本のおもし

ろさとは一体何か。戦後の創作絵本の草分けと
して、又絵本界のリーダーである著者が、絵本を

読むことの喜びを楽しみのために書きおろしま

した。絵本は受けつかれていく家庭の文化の一

つかもしれません。

●さよ、鵬のこない夜は食い

扇谷正造菩　講談社
人生万般、毎日毎日を問堪意識をもって暮す

かどうかは、実は人生の勝負じゃをいかと著者

は書いています。人間、不週の時、逆境の時に

も必ず朗のあることを信じて、自分のペースで

努力を怠っては在らないともいっております。

本書を読んでいくと明日への勇気がみちでいく

餌へ
の箇⑱公）7（

昭
和
0
0
年
2
月
ュ
0
日
（
日
）

8
葉
合
（
時
間
厳
守
）

8
時
5
0
分
出
発

▽
一
芸
愚
所
中
央
公
民
館
前

▽
行
先
　
英
産
山
ス
ケ
ー
ト
揚

▽
対
象
者
町
内
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
・
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
加
入
の
小
学
生
男

女
百
三
十
名
（
先
着
順
）

▽
費
用
　
七
百
円
（
貸
靴
、
滑
達
科
込
）

申
込
時
に
支
払
い
の
こ
と

▽
持
参
晶
　
弁
当
、
圭
壷
な
ど
（
ス
ケ
ー
ト

の
で
き
る
服
装
で
来
る
こ
と
）

▽
申
込
締
切
　
2
月
3
日
（
日
）

▽
申
込
先
　
社
会
教
育
課
体
育
係
（
勤
労
者

体
育
セ
ン
タ
ー
内
）

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
、
邁
賀
町
社
会
福
祉
協
鎮

会
に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
賃
福
を
お
祈
り
し
噴
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
要
　
政
雄
様

（
若
松
）
　
程
　
前
文
様

故
岩
見
活
和
様

（
遠
賀
川
）
岩
見
ア
イ
子
様

改
良
末
重
三
郎
様

（
旧
停
）
　
自
乗
　
吉
助
様

故
矢
野
　
ツ
ヤ
様

（
島
津
）
　
矢
野
実
利
様

故
下
地
風
音
様

（
東
町
）
　
下
地
マ
ツ
孟
俺

故
毛
利
　
盈
様

（
虫
生
津
）
毛
利
　
ツ
ネ
様

国
　
書
　
の
　
脊
∴
鵬

水
口
　
挙
行
様
（
虫
生
津
）

白
石
晴
妻
板
（
遠
賀
川
）

安
藤
　
正
様
（
上
別
府
）

高
崎
憲
二
様
（
老
良
）

戦
傷
病
乗
車
券

引
換
柾
の
交
付
日
精

▽
受
付
開
始
日
　
昭
和
0
0
年
2
月
1
日

▽
提
出
書
類
戦
傷
病
者
乗
車
券
引
換
交
付

請
求
書

▽
注
悪
雷
項

の
戦
傷
病
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
後
、
乗

車
券
引
換
証
の
請
求
ま
で
の
問
に
、
次
の

雷
項
に
該
当
す
る
者
は
、
戦
傷
病
婁
暇

及
び
変
憲
を
提
出
す
る
と
と
も
に
次
の

核
当
書
類
を
添
付
す
る
こ
と

・
氏
名
変
更
戸
籍
抄
本

・
住
所
変
更
住
民
票
抄
本

・
恩
給
の
新
裁
定
恩
給
証
書
ま
た
は
保
管

証
の
写

・
畳
障
害
者
事
態
を
新
た
に
受
け
た
者

身
障
手
帳
の
写

㊥
痘
状
の
程
度
が
第
三
項
症
並
び
に
第
四
項

症
に
骸
当
す
る
者
は
、
引
換
証
の
里
ハ
シ

ー
ト
ま
た
は
乙
十
二
シ
ー
ト
の
い
ず
れ
か

壱
選
択
す
る
こ
と
。

葉
音
お
よ
び
各
様
式
は
、
福
祉
課
福
祉

係
に
あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
持
諺
の
上
お
い

で
く
だ
さ
い
。

！
－
．
－
i
－
…
l
▲
書
’
1
1
－
三
三
号
‥
▲
（
．
、
．
ー
、
－
…
…
．
－
…
i
…
…
！
・
く
く
．
ー
・
・
I
～
1
三
重
ー
…
・
1
～
～
1
…
．
…
－
～
～
＝
▲
〇
・
、
－
，
－
●
重
量
＝
・
1
－
～
－
）
1
1
－
－
－
．
－
－
－
・
1
i
…
重
…
－
i
●
、
．
“

ア
フ
リ
カ
賞
救
済
霊
を
行
っ
て
い
ま
す
　
　
　
捕
縄
時
琵
宰
愚
の
こ

新
聞
、
テ
レ
ビ
等
で
こ
存
じ
と
は
思
い
ま
∴
も
の
子
供
が
死
亡
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
▽
聞
合
先
遼
賀
町
商
工
会

す
が
、
ア
フ
リ
カ
で
は
一
億
五
喜
久
も
の
　
遠
賀
町
商
工
会
で
は
、
た
だ
今
護
良
救
済
∴
∴
∴
∴
缶
（
2
9
3
）
0
1
6
5

人
々
が
飢
餓
に
直
面
し
、
去
年
は
五
百
万
人
　
募
金
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
区
の
商
店
に
募

A
閲
閣
園
閣
圃
V

河
南
聾
　
選

夢
さ
め
て
ま
た
眠
る
問
の
ひ
と
と
き
を
と
り

と
め
な
き
も
の
闇
に
弘
ろ
が
る

久
野
き
よ
の

あ
わ
た
だ
し
き
年
の
瀬
な
り
し
日
日
な
れ
と

今
日
白
菜
を
漬
け
て
安
ら
ぐ
　
木
原
い
の
え

春
頃
に
も
ら
い
し
文
が
逝
く
友
の
最
後
の
も

の
か
と
読
み
返
し
見
る
　
　
白
石
敏
子

庭
石
に
置
き
忘
れ
い
し
花
鋏
う
っ
す
ら
と
白

し
今
朝
の
初
霜
　
　
　
　
織
田
ち
か
え

暴
落
に
捨
て
ざ
る
を
得
ぬ
野
菜
あ
り
作
り
し

人
の
心
い
か
に
や
∴
∴
∴
∴
撚
井
千
枝
子

藤
本
春
秋
子
　
選

葺
同
に
日
射
し
て
庭
の
静
か
な
り石

核
金
得

赤
信
号
師
走
の
顔
が
並
び
お
り

三
村
妙
子

山
茶
花
の
散
り
重
な
り
て
忌
日
来
る

原
田
貴
美
子

に
ほ
と
り
の
水
屋
ひ
と
す
じ
に
夕
暮
る
る

玉
野
信
諺

退
院
の
友
抱
き
あ
ま
す
寒
の
菊

古
賀
　
連
子



め彿（8）

」毒∴藍∴
広漠1817番地の4

p∴b∴∴⊂

児島百合子ちゃん

（総轄さんの長女）
昭和59年1月31日生

生まれてから、まだ一度も髪

を切っていません。お父さん
は、私の頭をなでながら、早く

長くなれ、早く長くなれといっ

別府3275番地の2

楽屋　　司　くん

（雷撃さんの朗）
昭和59年1月31日生

ポクは、じっとしているのか

イヤだから、いつでもガザガ

ザ、ゴソゴソ、モグモグ、チ甘

口チョロ………。ママは、めか

はなぜないんだって－。パパ

も、ポクをおふろICいれるのは　ております。今に長い黒髪にな
れ、へんだっていってろ∃。　　るから待っててネ、お父さん。

▽
期
　
日
　
2
月
5
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
ま
で
に
お
い
で
く
だ

さい。

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
品
手
帳
交
付
の
人
は
印
鑑

▽
内
容
産
前
・
産
後
の
知
識

妊
婦
僚
撰

▽
料
金
　
無
料

の
ぺ
車
掌

圏
▽
期
　
日
　
2
月
ュ
2
日
（
火
）

▽
時
　
間
　
9
時
0
0
分
か
ら
加
持
的
分
の
聞

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
場
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
対
象
児
　
生
後
7
－
1
2
カ
月
児

▽
持
参
品
母
子
手
帳

▽
内
　
容
　
体
重
・
身
長
等
の
測
定

離
乳
食
等
の
相
談

▽
料
金
　
無
料

⑬

硬
筆

．
四
十
代
の
頭
脳
は
、
あ
ま
り
に
も
危
険

に
満
ち
て
い
る
．
I
I

と
い
う
と
「
こ
の
若
さ
で
…
：
9
」
と
思
わ

れ
る
方
が
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
．

し
か
し
、
四
十
代
と
は
い
え
、
あ
る
日
突

然
に
初
義
朗
痴
呆
症
（
若
年
性
の
ボ
ケ
）
の

影
が
、
あ
な
た
に
忍
び
寄
っ
て
く
る
か
も
し

れ
な
い
の
で
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
知
的
生

活
を
心
か
け
、
十
分
に
頭
を
働
か
せ
て
お
く

こ
と
が
必
賽
で
す
。
人
間
の
脳
は
、
使
え
ば

使
う
ほ
ど
活
栓
化
さ
れ
て
く
る
と
い
ー
つ
特
質

を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

身
近
な
知
的
生
活
を

知
的
生
酒
な
ど
と
い
う
と
、
政
審
し
い
学

究
生
活
を
思
い
浮
か
べ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
そ
う
し
た
難
し
い
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
寝
こ
ろ
ん
で
聾
に
夢
中
に
な
る
の
も

い
い
し
、
ま
た
趣
味
の
将
棋
や
囲
碁
に
熱
中

す
る
の
も
、
夫
婦
で
旅
行
に
出
か
け
、
新
し

い
世
界
を
発
見
す
る
こ
と
も
、
十
分
に
知
的

な
生
活
な
の
で
す
。

で
は
、
知
的
な
充
実
を
目
的
と
し
た
時
間

を
、
ど
う
や
っ
て
日
常
生
活
の
串
に
設
け
て

い
く
か
－
。
無
理
を
し
て
や
っ
て
み
て
も
、

決
し
て
長
続
き
は
し
な
い
も
の
で
す
。
で
き

る
範
囲
で
計
画
を
立
て
る
－
毎
日
の
生
活

の
串
の
ち
ょ
っ
と
し
た
．
す
き
間
の
時
間
．

に
、
少
し
ず
つ
で
も
や
り
た
い
こ
と
を
挟
ん

で
い
く
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
か
コ

ツ
で
す
。

例
え
は
、
こ
ん
な
方
法
で
知
的
生
活
を
始

め
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ふ
う
か
。

。
起
き
ぬ
け
〟
の
時
間
を

利
用
す
る

朝
超
き
て
す
ぐ
の
時
間
と
い
う
の
は
、
意

て
た
り
、
寝
床
に
入
っ
た
ま
ま
新
聞
を
眺
め

て
み
る
だ
け
で
い
い
の
で
す
。

無
理
せ
ず
あ
せ
ら
ず

組
織
工
学
研
究
所
の
糸
川
英
夫
さ
ん
は
、

工
学
博
士
で
あ
り
な
が
ら
、
バ
レ
エ
や
チ
ェ

ロ
の
演
奏
な
ど
に
も
非
凡
な
才
能
を
示
す
多

芸
多
才
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

あ
る
と
き
演
奏
会
で
、
シ
ョ
パ
ン
の
ピ
ア

ノ
曲
『
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
」
を
チ
ェ
ロ
で
弾
く
こ

と
に
な
っ
た
の
で
す
か
、
当
日
ま
で
に
二
カ

月
ち
ょ
っ
と
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

「
さ
あ
、
ど
う
し
よ
う
か
」
と
宙
欒
し
な

か
ら
博
士
は
、
あ
る
方
法
を
考
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
全
部
で
百
二
十
小
節
あ
る
こ
の
曲

を
、
毎
旦
一
小
節
ず
つ
、
し
か
も
や
さ
し
い

と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
と
い
う
方
法
だ
っ
た
の

です。

ク
四
十
の
手
習
い
〝

に
取
り
組
も
う

外
と
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
知
的
生
活
と

し
て
活
用
で
き
る
重
な
時
間
な
の
で
す
。

例
え
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
詩
人
で
あ
り
哲
学

者
で
も
あ
る
ポ
ー
ル
・
パ
レ
リ
ー
は
、
二
十

三
歳
の
時
か
ら
死
ぬ
ま
で
、
毎
朝
夜
明
け
前

に
起
き
て
、
そ
の
時
々
に
考
え
た
こ
と
を
ノ

ー
ト
に
書
き
続
け
だ
と
い
い
ま
す
。

五
分
で
も
十
分
で
も
い
い
、
日
が
覚
め
て

床
を
出
る
ま
で
を
思
索
や
賦
怨
の
時
間
に
当

こ
の
一
つ
ず
つ
を
着
実
に
こ
な
し
て
全
体

を
マ
ス
タ
ー
す
る
『
分
堅
丁
習
」
と
、
よ
り

や
さ
し
い
と
こ
ろ
か
ら
一
歩
一
歩
と
上
に
あ

が
っ
て
い
く
．
階
段
方
式
，
は
、
四
十
の
手

習
い
の
苦
痛
を
取
り
除
い
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

と
に
か
く
．
無
理
せ
ず
、
あ
せ
ら
ず
．
壱

モ
ッ
ト
ー
に
、
小
さ
な
こ
と
か
ら
知
的
生
酒

の
時
間
を
も
つ
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。
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2月のし尿取集予定暴

史しいゴミの出し方
○収録日の鴫、七嘘から八億までに出し

てください．
0競えるものと、越えないものとは分け

て＜）どさい．
0氷り纏に入れ、口はしっかりと編んで
出してください

○できる磨け水分は少なくして出してく
ださい

町 �も �鹿 児 �〃 児 �大 

内 �え �島 本 �島 本 �型 
な �織 か �標 か �家 

全 域 2 月 �い コ〇 、 �ら 南 他 地 区 �ら 北 儀 地 区 �庭 ゴ ＼ 

プ空 ラカ �2 月 �2 �ペテ ツレ トビ 

スン チ、 ツ空 クビ ��月 13 

13 日 ��27 ��机冷 “感 

及 び �製／ 母、 �日 �目 �い臆 す、 、家 白兵 
ガ ゴラ �� 

2 �ムス 等窄 �水 �水 �転、 

月 27 �� � �車延 等呆 

陶 器 

β ����よ、 
類 ���と ん 

収集日 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

1（金） �西町、浅木の一部 �尾崎、若松、虫生津、上別府 （花園） 

2（士⊃ �東町 �広漠 

4（月） �虫生津（新屋敷を含む）東町 �別府、木守、老良 

5（火） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

6（水） �中生津 � 

13（水） � �別府、上別府（商家） 

14（木） � � 

15（金） �遠賀Iii � 

16（土⊃ �遠賀川、新町 � 

18（月） �新町 �鬼津 

19（火） �新町、広漠（中牟田） �別府、千代丸、鬼津（小鳥掛） 

0（水） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

l（木） �新町（ユニード前通り一部）、 別府（高瀬）、鬼津、若松 � 

2（金） �上別府、浅木、虫生津 � 

3（土⊃ �今古賀、尾崎 � 

5（月） �別府 � 

6（火） �尾崎 �鬼津、松ノ太、若松、造言 

（水） �浅木 �老良 

8（木） �若葉台、堂瑳寺、上別府、道管 �今古賀、島津、浅木、鬼津（力 

避
　
妊
　
の
　
話
　
㈲

折
尾
田
中
産
婦
人
科
　
田
　
中
　
壮
　
介

現
在
の
リ
ン
グ
は
材
質
が
優
れ

て
人
体
に
書
の
な
い
こ
と
は
分
り

ま
し
た
が
、
子
宮
内
に
リ
ン
グ
を

入
れ
た
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と

は
、
異
棺
な
こ
と
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

そ
う
で
す
ね
。
常
に
そ
の
こ
と
を
謙
虚
に

自
覚
し
て
い
れ
ば
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

リ
ン
グ
は
最
初
危
険
視
さ
れ
て

い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
、

庫
生
省
は
安
全
確
実
な
避
妊
法
と

し
て
認
可
し
て
い
る
の
は
生
体
に

備
わ
っ
て
い
る
防
備
力
、
或
は
、

適
応
能
力
に
よ
る
も
の
で
し
ょ
う

か。
そ
れ
も
大
い
に
あ
り
ま
す
が
、
女
怪
の
生

理
衛
生
上
に
と
て
も
重
要
な
働
き
の
あ
る

蒜
の
自
浄
作
用
」
が
役
立
っ
て
い
る
の
で

す
。
リ
ン
グ
は
子
宮
の
一
番
奥
に
あ
り
ま
す

が
、
毒
口
へ
の
通
路
あ
る
い
は
、
玄
関
に
当

る
睦
が
自
ら
の
力
で
、
い
つ
も
清
潔
に
保
た

れ
て
い
る
か
ら
安
全
な
わ
け
で
す
。

そ
の
仕
組
を
繕
し
く
説
明
し
て

く
だ
さ
い
。

人
間
の
皮
膚
の
表
皮
は
時
が
た
つ
に
つ
れ

て
老
化
し
て
は
け
落
ち
ま
す
。
風
呂
で
シ
ゴ

ゴ
シ
こ
す
る
と
垢
が
で
る
の
は
そ
の
た
め
で

す。
睦
の
表
皮
も
、
構
造
が
同
じ
で
、
臨
肉
に

落
ち
、
自
己
磁
嬉
し
、
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
に
変

わ
り
ま
す
。
陸
内
に
は
、
ド
イ
ツ
の
デ
ー
デ

ル
ラ
イ
ン
博
士
の
発
見
さ
れ
た
一
理
の
乳
酸

菌
が
生
ま
れ
た
時
か
ら
い
る
の
で
す
。
こ
の

乳
酸
菌
が
グ
リ
コ
ー
ゲ
ン
を
分
解
し
て
酸
性

物
質
を
作
り
ま
す
。
こ
の
酸
牲
物
質
が
あ
る

た
め
、
外
か
ら
侵
入
し
た
パ
イ
菌
は
殺
さ
れ

て
陸
は
清
潔
に
保
護
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
れ
が
「
瞳
の
自
浄
作
用
」
と
い
い
ま
す
。

（つつく）

2
月
の
ゴ
ミ
収
集
予
定
義



第355号　　　　　　　　　　　　　　　公⑭館の彿（10）

画巨剛旧誼一鴎陸噛南田園田圃閉園閉園

出
て
き
た
お
な
か
を
気
に
し
た
り
、
も
っ
と
ス
マ
ー
ト
に
な

り
た
い
と
頼
っ
て
い
る
方
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
太

り
す
ぎ
の
怖
さ
は
、
体
の
線
が
崩
れ
る
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
太
り
す
ぎ
は
、
心
腹
病
や
糖
尿
病
な
ど
を
引
き
起
こ
す

〝
き
っ
か
け
〟
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
な
ぜ
太
る
の
か

－
　
そ
の
原
因
は
、
カ
ロ
リ
ー
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
単
位
）
の
取

り
す
ぎ
と
運
動
不
足
で
す
。

う
に
、
体
の
中
で
分
解
し
て
エ
ネ
ル
　
を
つ
く
る
」
と
い
う
働
き
も
あ
り
ま

キ
ー
を
得
て
い
る
の
で
す
。
　
　
　
　
す
。

自
動
車
は
、
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
や
し

て
得
だ
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
車
輪
を
回
し

進
み
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
人
間
の

活
動
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
で
す

わ
た
し
た
ち
は
、
米
に
含
ま
れ
る
糖

質
、
肉
の
タ
ン
パ
ク
質
な
ど
を
、
自

動
車
が
ガ
ソ
リ
ン
を
燃
料
に
す
る
よ

使
わ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

体
に
蓄
え
ら
れ
る

そ
の
た
め
、
体
に
取
り
入
れ
だ
脂

将
や
糖
質
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
使

わ
れ
な
い
と
、
体
に
語
え
ら
打
て
し

ま
う
　
ー
　
と
い
う
こ
と
が
起
こ
り
ま

す
。
こ
れ
が
肥
満
に
つ
な
が
り
ま
す
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
単
位
は

カ
ロ
リ
ー

人
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と
　
（
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
）
　
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

脂
質
、
糖
質
、
タ
ン
パ
ク
質
の
三
つ

の
栄
発
案
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ

ら
の
栄
養
素
は
同
時
に
　
「
体
の
組
織

∩
回
目
問
レ

「
け
い
お
葉
子
は
カ
ロ
リ
ー
が
高

い
」
「
カ
ロ
リ
ー
を
取
り
す
ぎ
る
と
太

る
」
な
ど
と
言
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
「
カ
ロ
リ
ー
」
と
は
何
で
し
ょ

う
。
カ
ロ
リ
ー
は
、
わ
た
し
た
ち
が

活
動
す
る
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
「
単
位
」
で
す
。

例
え
ば
、
ド
ー
ナ
ツ
半
個
分
に
は

だ
い
だ
い
百
キ
ロ
・
カ
ロ
リ
ー
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
あ
り
、
こ
れ
を
使
い
き

る
に
は
、
な
お
と
び
で
十
分
ぐ
ら
い

の
運
動
が
必
要
で
す
。

カ
ロ
リ
ー
を

取
り
す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か

や
せ
だ
い
と
頼
う
女
性
、
お
な
か

が
出
て
き
た
と
嘆
く
男
性
。
あ
な
た

の
身
近
に
も
太
り
す
ぎ
を
気
に
す
る

人
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

厚
佳
苗
の
「
国
民
栄
誌
調
査
」
で

も
、
平
均
す
る
と
一
人
当
た
り
一
〇

％
分
カ
ロ
リ
ー
を
取
り
す
ぎ
て
い
て
、

世
常
ご
と
に
み
る
と
、
三
拝
に
一
軒

は
カ
ロ
リ
ー
を
二
〇
％
以
上
取
り
す

ぎ
て
い
ろ
　
－
　
と
い
う
結
果
が
で
で

い
ま
す
。

カ
ロ
リ
ー
の
取
り
す
ぎ
は
、
肥
満

や
体
力
の
低
下
を
描
き
、
心
臓
病
や

槽
尿
病
な
ど
「
成
人
病
」
を
引
き
起

こ
す
〝
き
っ
か
け
〟
　
に
な
り
ま
す
。



第355号（11）公⑬西

健康づくりは運動と

カロリーの自己管理から

肥満は病気のはじまり

体を動かさない人ほど積極的な連動を

生活活動の糎慶 �活動のバターン（暗面） ���職　種　の　鯛 �運動で消費したい エネルギー重く教∞I） 
座っている �立っている �歩いている ��勇 �女 

鱒L軽い �13 �3 �0．5 �管理・事務的な仕事、 幼児のいない専業主婦 �200 ！ �100 ； 未満 �など �300 �200 

轡Ⅱ・黒 �10 �5 �1 �製造業、加工業、販売 業、サービス業、乳・ 幼児のいる主婦 �100 1 200 �100 程度 

富「∴三三 �6 �6 �4 �震耕作業、漁業作業、 建設作業など �lふだんあまり使わ ない筋肉を使う連 動を心がナる 

肝重い �5 �7 �4 �伐採作業、プロのスポ ーツ選手など 

れが100キロカロリーの食品壷です 

読籍籍続半掛半／誘討議半分 
うどん7－メン？ビ日本酒炭酸飲料留スグノームチョコレート 鱒緑野紹娼蝿8轡緑薫 

IIl ��0キロカロリーを消費 ��妻するため �iこは � 
ゴルフ 的25分 � �なわとひ � �野球 �テニス 

約80分 �繊 �約15分 ク冨e d’ �約35分 亨．∴ �約15分 ●il 

I● 

歩∴行 �水　泳 � ��イク �ハト　ミン 
約30分 �細2分i �約25分 ′クコ ��iノン 約35ノゝ �ふトン 

皿・皿一 子「） 　〉） �霧　′ �TV ��働 �詰1簾 も闘 

聖婆 �ク 

エ
ネ
ル
ギ
ー
を

蓄
え
る
な

一
人
ひ
と
り
の
運
動
最
、
食
事
の

内
容
に
よ
っ
て
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、

一
日
の
う
ち
に
、
運
動
な
ど
で
満
雄

を
心
が
け
た
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
目
安

が
あ
り
ま
す
　
（
改
定
・
日
本
人
の
栄

養
所
要
亜
）
。
特
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ど
の
く
ら
い
消
賞
す
る
か
と
い
う

生
活
活
動
の
程
度
が
－
の
「
軽
い
」

に
当
て
は
ま
る
人
は
、
積
極
的
な
運

動
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
え
な
い
努

力
が
必
要
で
す
。

ド
ー
ナ
ツ
半
分

「

な
わ
と
ぴ
十
分

百
キ
ロ
・
カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
ド
ー
ナ
ツ
な
ら
半
分
、

炭
酸
飲
料
て
は
一
本
分
に
相
当
し

ます。ま
た
、
同
じ
百
キ
ロ
・
カ
ロ
リ

ー
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
に
は
、

な
わ
と
ひ
て
約
十
分
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ら
お
よ
そ
十
五
分
の
運
動
量

が
必
要
で
す
。

カ
ロ
リ
ー
を
多
く
取
っ
た
う
、

そ
の
分
は
運
動
量
を
増
や
す
　
ー

健
康
な
毎
日
を
送
る
秘
け
つ
で
す
。



第355号　　　　　　　　　　　　　　　公⑩西の彿（12）
iiIii…iiiii剛i剛Iii州間i細川用i…州i剛用順iII順i日間用ilii順剛iiiiiii【li剛i剛i剛i剛iiliiliiii剛ii用剛iilii【ii用順同順用ii（ii…日用間i間i剛i剛i剛mm順iImIi相同ii剛i用…州用ii州ii（ii日間剛順ii剛iliiiL田山

周 糊の遭班調整韓待暮蒙
日 �曜 �行　　導　　内　　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名 �目的及び主な対象等i詳∴細 

1 �金 �園　芸　赦∴室　⑨ � �中央公民館 �社会教育係 �醒教範∴∴i 

4 �月 �定　例　区　長　会 �13：30－ �役　場 第2会議室 �企画調整係 �各区辰　　i 

5 �火 」 �妊　　婦　　相　　談 �9：30 �役場保健室 �保健衛生係 �妊翻∴∴∴章一ジ 
家　庭　教　育　学　級 � �中央公民館 �社会教育係 �家庭教育学級生　I 

7 �木 �手　話　講　習　会　⑬ � �中央公民館 �社会教育係 �手話教室生　l 

9 �土 �老　人　会　長　会 �10：00－ �老人憩の家 �福　祉　係 �観区老人クラブ会長i 

19：30－ �中央公民館 �社会教育係 �地区公民館長 � 

10 �日 � � �英彦山 スケート揚 �体　育　係 �議論詭計l7ページ 

12 �火 �乳　　児　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �生後7－12舶∴章一ジ 

会商ご警合同相談 � �公民館別館 �福　祉　係 � 

13 �水 �所得税源泉還付確定申告 �i �役　　　場 �町民税係 �給与所得者の還付輔車－ジ 

14 �木 �婦　人　学　級　⑦ � �中央公民館 �社会教育係 �臥学級生　1 

手　話∴鶉　習　会　⑭ � �中央公民館 �社会教育係 �手話赦室生　【 

15 �金 �園　芸　教　室　⑳ � �中央公民館 �社会教育係 �園芸教艶　i 

「元気な赤ちゃん」の

参加者を募集しています

広報「おんが」では、「元気な赤ちゃん」の参加者を募

集しています。

喬聖者は、官製はがきに住所・父母の氏名・赤ちゃんの

名前（読みがなをふること）と生年月日・包話番号を記入

の上、遠賀町役場企画調整課「元気な赤ちゃん係」宛お出

しください。

対象は1歳未満の赤ちゃんで、応募され油土がさから毎

回2名ずつ掲載します。

写真は、係が撮影に伺います。

嚢
期
が
人
間
の
一
生
の
間
で
、
一
番
身

体
面
と
精
神
面
に
お
け
る
発
達
の
変
化
の
大

き
い
時
期
で
す
。
こ
の
時
期
に
お
け
る
問
題

や
対
応
が
、
将
来
の
結
婚
生
活
や
健
康
に
重

大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か
ら
、
田
義
朗
の

男
女
を
対
象
と
し
て
、
嚢
期
に
特
有
の
医

学
的
問
題
や
、
怪
に
関
す
る
不
安
及
び
悩
み

等
に
つ
い
て
、
相
談
に
応
じ
、
も
っ
て
母
性

の
健
康
の
保
持
増
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
、
専
門
知
識
を
有
す
る
保
健
婦
が
個
々

の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
相
談
に
屯

話
で
応
じ
ま
す
。

▽
相
談
日
時
毎
週
土
曜
日
　
1
3
時
～
ュ
6
時

（
休
日
は
の
ぞ
く
）

▽
屯
話
番
号
　
0
9
2
（
1
5
1
）
1
8
3
0



僅⑭箇胸筋　　　　　　　　　　　　　　　　　第355号

（1月10日現在）

別　　　　　　　　　　　　　　　　尾　　　　　鬼　　若　　き

淳背果譲濃霧府森崎努努欝堯圏蟹蕎崎禽套合

憲警巽喬糞　麗筆司薯籠嘗費券墓　葦愛慕

崇駕栗原西伯胃森高醤神智聖震
健史秀痩薫謹英　数美正貨賀興一和和子郎子持寛　司紀明　久裕子

広　　　　　　旧

発
信苑

後南　　　　山　宮

翻∴豊充；南

聾鷲良

臨琶

添
田

公
洋

島
閂
描
掌
磁
（
7
4
名
）

伊
藤
　
大
輔
　
　
矢
野
　
愛

松粟
野
健
太
郎
　
　
舛
添
　
西
大

津

二
村
美
枝
子

古
川
あ
ゆ
み

井
上
　
惑
子

秦
　
敏
弘

松
尾
　
智
美

菅
野
紗
百
合

石
松
　
正
義

室
山
　
大
悟

西
村
　
哲
男

古
田
　
陽
子

松
井
　
梓
美

松
井
　
良
子

村
岡
　
元
結

原
口
　
敏
行

今
橋
　
美
夢

佐
伯
　
美
佳

下
山
わ
か
な

中
西
　
政
博

萩
坂
∴
雅
樹

三
重
野
　
浩

遠
賀
川大

内
田
成
吾

別
田
　
浩
子

中
尾
　
裕
美

溜
日
　
華
代

本
多
　
麻
友

山
下
　
大
吉

石
井
　
京
子

町
浅
原
ひ
と
み

岩
田
　
行
矢

佐
藤
貸
出
美

徳
王
　
太
郎

松
岡
　
沙
織

宮
路
　
健
吾

森
　
久
美

停
琉
広
沙
緒
里

忠
　
良
寿

山
県
　
鉄
平

波
赤
司
　
昌
幸

糸
山
　
寄

集
日
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